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核
兵
器
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
体
験
を
持
ち
、
核
兵
器
廃
絶
を
国
是
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
核
兵
器

に
関
す
る
認
識
や
立
場
は
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、
核
兵
器
等
に
関
し
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

二
〇
〇
四
年
十
月
に
発
表
さ
れ
た
「
『
安
全
保
障
と
防
衛
力
に
関
す
る
懇
談
会
』
報
告
書－

未
来
へ
の
安
全
保
障
・
防
衛
力

ビ
ジ
ョ
ン－

」
は
、
そ
の
「
�
�
統
合
的
安
全
保
障
戦
略

（
�
）
日
本
防
衛

イ

同
盟
国
と
の
協
力
」
の
項
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
日
本
防
衛
の
た
め
の
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
同
盟
国
と
の
連
帯
行
動
で
あ
る
。
日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く
日
米
同

盟
こ
そ
、
こ
の
た
め
の
恒
常
的
制
度
で
あ
る
。
日
本
周
辺
の
国
際
環
境
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
依
然
と
し
て
不
安
定
性

に
満
ち
て
お
り
、
核
兵
器
な
ど
の
大
量
破
壊
兵
器
に
よ
る
紛
争
の
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ

る
脅
威
も
存
在
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
と
も
日
米
同
盟
の
信
頼
性
を
相
互
に
高
め
つ
つ
、
抑
止
力
の
維
持
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
と
り
わ
け
核
兵
器
な
ど
の
大
量
破
壊
兵
器
に
よ
る
脅
威
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
米
国
に
よ
る
拡
大
抑
止
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
」

こ
の
報
告
書
の
表
現
は
、
核
兵
器
以
外
の
大
量
破
壊
兵
器
で
あ
る
生
物
・
化
学
兵
器
に
よ
る
攻
撃
に
対
し
て
も
、
米
国
の
核

一



に
よ
る
報
復
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
二
〇
〇
四
年
策
定
の
「
平
成
十
七
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
」
で
は
、
「
核
兵
器
の
脅
威
に
対
し

て
は
、
米
国
の
核
抑
止
力
に
依
存
す
る
。
」
と
だ
け
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
政
府
が
懇
談
会
報
告
書
と
は
異
な
る

立
場
を
と
り
、
核
兵
器
以
外
の
攻
撃
に
対
し
て
は
、
核
兵
器
に
よ
る
報
復
を
日
本
は
望
ん
で
い
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
も

の
だ
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
一
方
で
、
一
九
九
五
年
策
定
の
「
平
成
八
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
」
の
「
核
兵
器
の

脅
威
に
対
し
て
は
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
し
た
現
実
的
か
つ
着
実
な
核
軍
縮
の
国
際
的
努
力
の
中
で
積
極
的
な
役
割
を

果
た
し
つ
つ
、
米
国
の
核
抑
止
力
に
依
存
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
基
本
的
に
同
じ
内
容
で
あ
り
、
単
に
、
前
回
の
内
容
を
踏

襲
し
た
だ
け
と
の
解
釈
も
で
き
る
。

一

「
平
成
十
七
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
」
の
解
釈
に
つ
い
て

二
〇
〇
四
年
策
定
の
「
平
成
十
七
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
」
は
、
「
核
兵
器
の
脅
威
に
対
し
て
は
、
米
国
の

核
抑
止
力
に
依
存
す
る
。
」
と
だ
け
述
べ
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
、
日
本
に
対
し
核
兵
器
に
よ
る
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
は
、

米
国
の
核
兵
器
で
報
復
す
る
可
能
性
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
攻
撃
を
抑
止
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
と
同

時
に
、
核
兵
器
以
外
の
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
、
通
常
兵
器
に
よ
る
攻
撃
に
対
し
て
は
、
米
国
の
核
兵
器
に
よ
る
報
復
の
オ

二



プ
シ
ョ
ン
を
米
国
が
維
持
す
る
こ
と
を
日
本
は
期
待
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
か
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ビ
ン
・
ラ
ッ
ド
首
相
と
福
田
康
夫
前
首
相
と
の
合
意
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
核
不
拡
散
・
核
軍

縮
に
関
す
る
国
際
委
員
会
」
の
共
同
議
長
を
務
め
る
川
口
順
子
元
外
相
と
ギ
ャ
レ
ス
・
エ
バ
ン
ス
元
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
相

が
、
平
成
二
十
一
年
二
月
十
五
日
午
前
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
第
二
回
の
同
委
員
会
会
合
後
の
記
者
会
見
を
開
い
た
際
、
エ
バ
ン

ス
元
外
相
は
、
両
議
長
ら
が
米
国
政
府
の
要
人
ら－

ジ
ョ
セ
フ
・
バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
、
ジ
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
大
統
領
補
佐

官
（
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
）
、
ジ
ム
・
ケ
リ
ー
上
院
外
交
問
題
委
員
会
委
員
長
、
ハ
ワ
ー
ド
・
バ
ー
マ
ン
下
院
外
交
問

題
委
員
会
委
員
長
、
ブ
ラ
ッ
ド
・
シ
ャ
ー
マ
ン
下
院
テ
ロ
リ
ズ
ム
・
不
拡
散
・
貿
易
小
委
員
会
委
員
長
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス

タ
イ
ン
バ
ー
グ
米
国
務
副
長
官－

に
会
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
最
後
に
、
﹇
米
﹈
政
権
に
私
た
ち
が
訴
え
て
い
る
第
五
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
米
国
の
核
ド
ク
ト
リ
ン
に
目
に
見
え
る
変
化

が
あ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
米
国
の
核
兵
器
の
唯
一
の
目
的
は
、
米
国
お
よ
び
そ
の
同

盟
国
を
、
他
国
に
よ
る
核
兵
器
の
使
用
か
ら
守
る
こ
と
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
核
兵
器
の
関
わ
ら
な
い
他

の
脅
威
に
対
し
て
、
核
兵
器
の
使
用
の
威
嚇
を
し
た
り
、
使
用
を
認
め
た
り
す
る
の
は
米
国
の
ド
ク
ト
リ
ン
の
一
部
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
主
張
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
拡
大
抑
止
を
享
受
し
て
い
る
同
盟
国
の
た
め
の

三



安
全
の
保
証
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
国
際
的
に
心
理
的
状
況
を
変
え
、
軍
縮
と
拡
散
防
止
の
両
方
の
た
め

の
弾
み
を
強
化
す
る
上
で
、
他
の
も
の
と
同
様
、
非
常
に
重
要
な
一
歩
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
」

こ
の
エ
バ
ン
ス
元
外
相
の
発
言
内
容
に
関
し
、
川
口
元
外
相
は
、
「
核
の
ド
ク
ト
リ
ン
、
核
兵
器
の
役
割
を
核
兵
器
に
対

す
る
抑
止
に
限
定
を
す
る
と
い
う
姿
勢
で
。
も
ち
ろ
ん
、
核
抑
止
と
い
う
傘
の
下
に
日
本
は
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
場

合
も
日
本
へ
の
安
全
保
障
あ
る
い
は
、
非
核
国
へ
の
安
全
保
障
、
拡
大
抑
止
の
下
に
あ
る
の
は
日
本
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
そ
う
い
っ
た
国
へ
の
安
全
保
障
を
き
ち
ん
と
保
証
す
る
と
い
う
こ
と
は
前
提
な
の
で
す
が
、
と
い
う
話
を
し
ま
し

た
。
」
と
同
日
の
記
者
会
見
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

二

核
兵
器
先
制
不
使
用
政
策
に
関
す
る
立
場
に
つ
い
て

米
国
が
、
米
国
ま
た
は
そ
の
軍
隊
お
よ
び
同
盟
国
が
核
兵
器
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
た
場
合
以
外
は
、
核
兵
器
を
使
用
し
な

い
と
い
う
先
制
不
使
用
政
策
（
ノ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ユ
ー
ス
政
策
）
を
明
確
に
表
明
す
る
こ
と
を
日
本
政
府
は
積
極
的
に

支
持
す
る
か
。

三

核
兵
器
の
大
幅
削
減
に
関
す
る
立
場
に
つ
い
て

�

平
成
二
十
年
八
月
に
採
択
さ
れ
た
米
国
民
主
党
の
選
挙
綱
領
は
、
「
我
が
国
の
安
全
を
高
め
る
と
同
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核

四



兵
器
不
拡
散
条
約
）
の
下
で
の
約
束
の
履
行
に
役
立
て
る
た
め
、
米
ロ
の
核
兵
器
の
検
証
可
能
な
大
幅
削
減
を
追
求
し
、

ま
た
、
世
界
全
体
の
核
兵
器
を
劇
的
に
減
ら
す
た
め
に
他
の
核
兵
器
保
有
国
と
協
力
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
バ
ラ
ク
・

オ
バ
マ
米
大
統
領
は
、
こ
の
方
針
に
従
っ
た
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は
、
米
露
の
大
幅

核
削
減
を
支
持
す
る
か
。

�

ま
ず
米
露
の
配
備
核
弾
頭
の
合
計
を
千
発
ず
つ
に
す
べ
き
だ
と
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は
、
こ
の
よ

う
な
削
減
を
支
持
す
る
か
。
支
持
し
な
い
と
す
れ
ば
な
ぜ
か
。

�

他
の
核
兵
器
保
有
国
の
核
弾
頭
数
が
現
状
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
、
米
露
の
核
弾
頭
数
は
、
何
発
ぐ
ら
い
ま
で
下

げ
て
よ
い
と
日
本
政
府
は
考
え
る
か
。

�

米
露
の
核
弾
頭
数
を
、
例
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
発
に
す
る
た
め
に
は
、
他
の
核
兵
器
保
有
国
の
核
弾
頭
数
を
ど
の
程

度
に
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

四

自
衛
の
た
め
の
核
兵
器
に
つ
い
て

�

日
本
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
、
憲
法
上
は
自
衛
の
た
め
な
ら
核
兵
器
を
持
ち
得
る
と
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
核
兵
器
な
ら
自
衛
の
た
め
の
核
兵
器
と
呼
び
得
る
と
考
え
る
か
。

五



�

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
諸
国
に
は
、
核
地
雷
や
単
射
程
の
核
砲
弾
な
ど
が
配
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
核
兵
器
を
日
本
が
保
有
し
た
場
合
、
領
土
内
で
の
核
爆
発
の
危
険
性
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
日

本
政
府
の
言
う
自
衛
の
た
め
の
核
兵
器
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
。
そ
う
で
な
い
と
す
る
と
、
ど
の
よ

う
な
核
兵
器
が
自
衛
の
た
め
の
核
兵
器
に
な
り
得
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

六


